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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

「法政大学後援会総会」開催のお知らせ

法政大学後援会では会則第11条により、2019年度の総会を開催いたします。

総会終了後、大学主催の感謝状贈呈式ならびに懇親会を開催しますので、ぜひご出席ください。

なお、会員の皆さまにはこの記事をもって総会開催通知とさせていただきます。

法政大学後援会会長　小澤 徳

日 時 2019年6月1日（土）　13：00～（14：30終了予定）

会 場 市ケ谷キャンパス 富士見ゲート4階　「Ｇ403教室」　東京都千代田区富士見2-17-1  
  JR総武線市ケ谷駅または飯田橋駅下車、徒歩10分     
  （地下鉄）都営新宿線市ケ谷駅、都営大江戸線・東京メトロ東西線飯田橋駅、  
     東京メトロ有楽町線・南北線市ケ谷駅または飯田橋駅下車。いずれも徒歩10分

議 題 （1）2018年度事業報告と決算案について
  （2）2019年度事業計画と予算案について
  （3）役員の選出について
  （4）その他

出席希望の方は、E-mail、はがきまたはFAXに必要事項
（①～③）をご記入の上、5月17日（金）までに、下記、
後援会事務局までお送りください。

①法政大学後援会総会にご出席の旨

②出席される方の住所、氏名

③学生の氏名、学部、学生証番号

〒102-0073 法政大学後援会事務局『総会』係
東京都千代田区九段北3-2-3　
法政大学九段校舎4F
ＴＥＬ：03-3264-9350　ＦＡＸ：03-3264-9367
E-maiｌ：koenkai@hosei.ac.jp

　

法
政
大
学
に
ご
入
学
の
皆
さ
ま
、
ご
家
族

の
皆
さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

法
政
大
学
後
援
会
（
以
下
、
後
援
会
）
は

学
部
学
生
の
保
護
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

組
織
で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
お
子
さ

ま
の
ご
入
学
と
同
時
に
後
援
会
に
ご
入
会
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

後
援
会
は
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
７
年
に

発
足
し
ま
し
た
。
荒
廃
し
た
教
育
環
境
の
立

て
直
し
を
支
援
す
る
た
め
に
、
保
護
者
ら
が

自
ら
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。
そ
の
目
的
は

「
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、
大
学
と
学
生

家
庭
と
の
連
絡
を
緊
密
に
し
て
教
育
事
業
を

援
助
し
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
」
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
大
学
へ
の

備
品
寄
贈
、
学
生
活
動
へ
の
補
助
、
資
格
試

験
講
座
へ
の
助
成
な
ど
、
学
生
な
ら
び
に
大

学
へ
の
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
で
は
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

首
都
圏
お
よ
び
全
国
の
36
支
部
で
父
母
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
田
中
優
子
総
長
、
学
部

長
に
よ
る
講
演
や
、
大
学
職
員
に
よ
る
説
明

な
ど
を
通
じ
、
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
学
生
の

勉
学
や
生
活
、
留
学
や
就
職
な
ど
、
幅
広
い

最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
職

員
に
よ
る
個
別
相
談
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
不
安
や
疑
問

を
解
消
さ
れ
、
法
政
大
学
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
安
心
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
後
援
会

活
動
の
源
泉
は
子
を
思
う
純
粋
な
親
心
で

す
。
学
生
と
大
学
を
支
え
る
一
番
の
応
援
団

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
い
、
日
々
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
後
援
会
活
動
へ
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
と
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

法
政
大
学
後
援
会
会
長

小
澤  
徳
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2
0
1
9
年
度
父
母
懇
談
会
／
新
入
生
父

母
の
集
い
日
程
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
該
当
の
皆
さ
ま

に
は
順
次
郵
送
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
最
新
の
情
報
は
後
援
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
後
援
会
事
務
局
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
度
父
母
懇
談
会
／
新
入
生
父
母
の
集
い
日
程
の
ご
案
内

支　部 新入生父母の集い 支部総会・父母懇談会

北海道 5月25日（土） 7月21日（日）
青森県 6月  8日（土） 7月13日（土）
岩手県 6月  9日（日） 7月  6日（土）
宮城県 5月19日（日） 7月21日（日）
秋田県 6月  9日（日） 7月  7日（日）
山形県 6月  9日（日） 7月21日（日）
福　島 6月  8日（土） 7月27日（土）
郡　山 6月  2日（日） 7月28日（日）
茨城県 5月26日（日） 7月13日(土）
栃木県 5月26日（日） 7月21日（日）
群馬県 6月22日（土） 8月10日（土）
新潟県 6月  2日（日） 8月18日（日）
富山県 6月16日（日） 8月18日（日）
石川県 7月  7日（日） 7月  7日（日）
福井県 6月  8日（土） 8月24日（土）
山梨県 6月  2日（日） 7月20日（土）
長野県 6月  8日（土） 7月  7日（日）
静　岡 6月  9日（日） 7月21日（日）
浜　松 5月26日（日） 7月20日（土）
東　海※1 6月  9日（日） 8月  4日（日）
関　西※2 6月  9日（日） 8月  3日（土）
鳥取・島根県（20周年） 5月11日（土） 7月  6日（土）
岡山県 6月  9日（日） 8月18日（日）
広島県 5月25日（土） 7月28日（日）
山口県 6月  9日（日） 7月28日（日）
徳島県 5月26日（日） 8月24日（土）
香川県 6月16日（日） 8月25日（日）
愛媛県 5月26日（日） 8月18日（日）
高知県 5月19日（日） 7月28日（日）
福岡県 6月  9日（日） 8月17日（土）

佐賀・長崎県
6月  9日（日） 佐賀県

8月18日（日）
6月16日（日） 長崎県

熊本県 6月15日（土） 8月24日（土）
大分県 5月19日（日） 8月  4日（日）
宮崎県 6月23日（日） 7月28日（日）
鹿児島県 6月23日（日） 8月25日（日）
沖縄県 5月25日（土） 7月27日（土）

2019年度 支部新入生父母の集い／支部総会・父母懇談会 開催日程 2019年4月9日現在

※1 東海（愛知県、岐阜県、三重県）　※2 関西（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県）

法政大学後援会事務局

〒102-0073　東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F

TEL：03-3264-9350　FAX：03-3264-9367  

E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　　            
後援会ウェブサイト  

URL: https://www.hosei-koenkai.org/

上記日程は変更になる場合があります。

キャンパス名 首都圏父母懇談会

市ケ谷 10月6日（日）
多　摩 10月19日（土）
小金井 10月13日（日）

2019年度 首都圏父母懇談会 

開催日程 2019年4月9日現在
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公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
済
学
部
４
年

早
田 

拓
矢

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
私
一
人
の
力
で
は
な
く
、
周
囲
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
合
格
だ
と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
研
さ
ん
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
４
年

青
木 

春
香

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
い
た

だ
き
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
前

の
会
計
士
と
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

越
湖 
裕
也

こ
の
た
び
は
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
頂

き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
今
後

も
自
己
研
さ
ん
に
励
み
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
会
計
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

法
学
部
４
年

伊
波
川 

拓
哉 

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思
い

ま
す
。
合
格
で
き
た
の
は
、
周
囲
の
人
の
多
大

な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
後

公
務
に
励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

人
間
環
境
学
部
４
年

山
本 

脩
平 

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
能

力
の
向
上
に
努
め
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
公
認

会
計
士
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

法
学
部
４
年

大
湊 

康
一
郎 

毎
年
、
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
人
を
見
て
自
分
に
は

無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に
人

事
を
尽
く
し
、
天
命
を
待
ち
ま
し
た
。
今
こ
れ

を
読
ん
で
い
る
学
生
も
諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
４
年

相
子 

和
輝 

名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今

後
も
向
上
心
を
持
ち
、
日
本
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
け
る
会
計
士
に
な
れ
る
よ
う
に
、
努

力
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

大
塚 

眞
志
人

こ
の
た
び
は
後
援
会
賞
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を

頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学

と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
大
学
の
支
援
や

た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
も
あ
り
、
無
事
に
合
格

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
法
政
大
学
出
身
の
合
格

者
と
し
て
誇
り
を
胸
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

法
学
部
４
年

佐
々
木 

遼
平

こ
の
た
び
、
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
き
大
変
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
、
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
て
お
り
ま
す
。
頂
戴
し
た
高
い
評
価
に

恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後
と
も
研
さ
ん

に
励
む
所
存
で
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

人
間
環
境
学
部
４
年

竹
村 

真
広 

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
合
格
す
る
ま
で
に
多
く
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
３
年

唐
木 

亮
太 

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
先
輩
方
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格

経
営
学
部
４
年

武
藤 

圭
汰 

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
会
計
士
と
し
て
常

に
向
上
心
を
持
ち
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

公
認
会
計
士
試
験
や
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
、
司
法
書
士
試
験
の
難
関
国
家
試
験
に
合
格
し
た
15
人
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
成
績
を
残

し
た
4
人
、
外
国
人
留
学
生
の
中
で
、
国
際
交
流
に
特
に
貢
献
し
た
2
人
に
対
し
て
、
小
澤
徳
後
援
会
会
長
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
援
会
賞
受
賞
者（
学
術
分
野
）

2
0
1
8
年
度
　
法
政
大
学
後
援
会
表
彰

※学年は2019年3月時点
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国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

生
命
科
学
部
４
年

佐
々
木 

理
峰
子

こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
で
す
。

支
え
て
く
れ
た
先
生
や
友
人
、
家
族
の
存
在
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
周

囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
合
格

現
代
福
祉
学
部
４
年

大
杉 

暁

名
誉
あ
る
後
援
会
賞
を
頂
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
の
充
実
し
て
い
た
受
験
勉
強
や
就
職
活
動
の

日
々
を
思
い
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
は
、

未
来
の
日
本
を
一
人
の
人
間
と
し
て
、
法
政
大

学
の
卒
業
生
と
し
て
つ
く
っ
て
い
く
覚
悟
を
持

ち
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

現
代
福
祉
学
部
４
年

藺
藤 

子
龍 

法
政
に
関
わ
る
全
て
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
日

本
一
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
支
援
、

ご
声
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

陸
上
競
技
部

社
会
学
部
４
年

大
畑 

和
真 

今
回
、
賞
を
頂
け
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
４
年
目
に
は
主
将
と
い
う
立
場
を
経
験
で

き
、
競
技
力
が
向
上
し
、
ま
た
人
と
し
て
も
成

長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
応
援
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
４
年

前
谷 

崇
博 

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
で
す
。

４
年
間
を
思
い
返
す
と
苦
し
い
経
験
ば
か
り
で

し
た
が
、
そ
の
経
験
が
今
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
度
総
留
学
生
会
会
長 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
４
年

崔 

健
壹 

法
政
大
学
で
の
４
年
間
楽
し
め
ま
し
た
！　

兵

役
と
英
国
で
の
留
学
で
同
期
生
に
比
べ
て
遅
れ

た
卒
業
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
触

れ
合
い
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
留
学
生

会
で
の
活
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

野
球
部

経
営
学
部
４
年

大
西 

千
洋 

こ
の
た
び
は
、
後
援
会
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、

光
栄
に
思
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
今
後
も
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
法
書
士
試
験
合
格

法
学
部
４
年

水
﨑 

洸
輔 

こ
の
た
び
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
っ
て
、
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
職
務
に
励
み
、
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

HOSEI

2019

April

後
援
会
賞
受
賞
者（
ス
ポ
ー
ツ
分
野
）

外
国
人
留
学
生
受
賞
者

 

社
会
学
部
４
年

宋 

尚
潤 

こ
の
た
び
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
光
栄
に
思

い
ま
す
。
留
学
生
会
と
日
本
の
周
り
の
方
々
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
無
事
卒
業
で
き
ま
し
た
。

こ
の
４
年
間
、
大
学
生
活
で
の
思
い
出
を
大
事

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
総
留
学
生
会
副
会
長
／

2
0
1
7
年
度
韓
国
留
学
生
会
会
長

3月2日にスカイホールで行われた表彰式の様子
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